
 

≪中学生が切り取るふるさと川柳・写真展≫ 

日 時 2017年 12月 13日（火）14日（水）21日（水） 15：30～16：30 

撮  影 場  所 伊那中学校生徒の通学区内 

参 加 者 中学 1年生 113名  

概 要 本年度、伊那中学校では「みちくさの日」を設定し、下校後、家路を楽しんで帰ることを実施

した。みちくさを通して、生徒たちは、今まで気づかなかった野道の花に目をやり、遠くにの

ぞむ山々の雄大さを感じ、ふるさと「伊那」に大きく抱かれている「わたし」を感じたことだ

ろう。今回の川柳・写真展は、みちくさの日で抱いた思いを。写真に表現する・川柳で表現す

ることへ学習を広げ、今回の川柳・写真展に至った。 

協 力 キャノンＣＳＲ推進本部・オリンパス辰野・シマダヤ・やまとわ 

活 動 風 景  
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第 1回写真川柳展（飯島町）第 2回写真川柳展（学校） 

 1 月 20 日        2 月 2日 

第 1 

第 3回写真川柳展の為の 

空き店舗掃除 

会場準備（写真張り付け）   オープニングセレモニー    オープニング当日 

                 3 月 12 日 

 

 
伊那市内 空き店舗での 

    川柳展・写真展 

（作品数：113 点） 

3 月 12 日～26日 
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所 感 【来場者の感想から】 

＊写真と川柳展新しい感動を作品から与えてもらったと思います。中学生の自然を観る眼、思

いを作品が伝えていて同感する場面がいっぱいでした。人の思い、中学生が今住んでいる伊那

への思いもわかって、うれしく思う大人の一人です。無駄のない中学生時代を送っていること

にも感謝です。長いこと親しんだシマダヤさんにも入ることができ、うれしく思います。 

＊どんな思いで写真を撮ったのかなあといろいろ想像させてもらいながら、見させてもらい

ました。自分たちの住む伊那市、ふるさとを学ぶ いい学習ですね。いろいろな人とつながり

ながら、これからも自分、自分たちのふるさとを大切にしていってください。（40 代） 

＊シャッター開き 若い感性 店に街に （50代 女性） 

＊透きとおる 心が映す 伊那のまち （10 代 女性） 

＊生徒の感性の豊かさ、ここに「生きている」というエネルギーに感動！すばらしい。 

＊すてきな写真と川柳をありがとうございました。見慣れた街や自然を改めて見つめ直した

いと思いました。生徒のみなさん、これからも感性をみがいていってくださいね。 

＊どの写真も個性が光っていてとても素敵です！伊那の良さを改めて知る機会になりまし

た。自然豊かな伊那谷でのびのび学んでほしいです。（卒業生） 

【生徒の感想から】 

＊「みちくさの日」を今年経験して、自分たちが普段なにげなく通っている通学路にも、遠く

に見える山々にも、こんなに心を躍らせるものが埋まっていることに、カメラのファインダー

を通して気が付くことができた。 

＊自分たちのクラス、伊那の良さを多くの方々に写真と川柳を通して、提案できよかった。 

＊写真や川柳を見てくれたお客さんが、元気をもらったと言ってもらえてよかった。シマダヤ

も伊那市野中心地にあるので、これからも活用を考え商店街の活性化につなげたい。 
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